
総合計画の構成

○新潟市総合計画は、 新潟市が目指す姿（ 都市像） の実現に向けたまち づく り の方向性を 示す計画であり 、

新潟市における最上位の計画に位置付けら れます。

○総合計画は、 基本構想・ 基本計画・ 実施計画の3 層で構成し ています。

そのう ち、 基本計画・ 実施計画に、 政策・ 施策の進捗を 測る ための成果指標（ 総合指標・ 政策指標・ 取組

指標） を 設定し ます。

○本冊子では、 総合計画のう ち、 基本構想・ 基本計画について記載し ています。

基本構想

まちづく り の理念、 目指す都市像

基本計画

重点戦略、 各分野の政策・ 施策、

持続可能な行財政運営、 区ビジョ ン基本方針

実施計画

基本計画で示し た施策を 実現する ための

具体的な取組

新潟市総合計画

新潟市における 総合的かつ計画的な行政の
運営を 図るために定める構想

基本構想を 実現する ための基本的な計画で、
市政全般にかかる 政策および施策の基本的な方向を

総合的かつ体系的に定めるも の

毎年度予算・ 事務事業実施

分野別

計画

区ビジョ ン

まちづく り

計画

総合計画と 整合

総合指標

政策指標

取組指標

本冊子に
記載し ている範囲
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食育推進計画が
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まちづく り の理念に基づき 、 新潟市が令和1 2 （ 2 0 3 0 ） 年に目指す都市像を 示し ます。

3 目指す都市像

経済・ 社会・ 環境の三側面の豊かさ を調和し 高めること で、「 活力あふれるまちづく り」 、

「 持続可能なまちづく り」 を推進し 、都市像の実現につなげます。

『 田園の恵みを感じ ながら  心豊かに暮ら せる 日本海拠点都市』

●目指す都市像

豊かな経済

新潟市の強みを伸ばし 、

活かし 、挑戦する

田園の恵みを

感じ ながら

心豊かに暮らせる

日本海拠点都市

「 目指す都市像」

豊かな社会

共につながり、

安心を広げる

豊かな環境

守り、育み、

未来へつなぐ

活
力あふれるまちづく り

持
続可能なまち づく り

新潟への誇り と 愛着が土台

市民や多様な主体と のパート ナーシッ プのもと
新潟市の強みを 活かし 、総力を挙げてまちづく り を推進
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都市と 田園の調和を活かし た持続可能な

農林水産業の実現

政策9

農林水産

良好な営農条件を 備えた農業生産基盤の整備・ 保全と 生産体制の強化、 販売力の向上を 通じ て、

若者に選ばれ、 農業、 農村が元気になる「 儲かる 農業」 を 実現し 、 意欲ある 担い手等の確保・ 育

成により 、 持続可能な農林水産業を 目指し ます。

都市と 田園が調和する 新潟市の強みである豊富な「 食」 と 「 農」 の地域資源を 最大限活用し て、

農林水産業者の発意と 工夫に、 市民と の協働や他分野と の力の組み合わせを 通じ て、 コ ミ ュ ニティ

の活力の創出を 図り ます。 また、 食、 花に市民が触れ合う 機会を 拡大し 、 地域への誇り と 愛着を

育みます。

基本的方向

新潟市の現状 / 将来を 見据え た課題

揺ら ぐ 農業構造

○令和2 （ 2 0 2 0 ） 年の新潟市の農業産出額は、 5 7 0 億

円で全国5 位、 分野別では米が3 2 7 億円であり 、 全

国1 位の大農業都市です。 日本最大の水田面積を 持

つ米どこ ろ である一方、 米の作付け割合が高いがゆ

えに、 米価や需要の変動の影響を 受けやすい農業構

造と なっ ています。

○今後、 農業就業者の減少と 高齢化がさ ら に進展する

も のと 見込まれています。 後継者がいない農家の急

増は、 新たな需要に応じ た農産物の生産が困難にな

る恐れがあり ます。

○また、「 儲かる農業」 の土台と なる農地の整備率は近

年、 微増にと どまっ ており 、 令和2 （ 2 0 2 0 ） 年の新

潟市の農地のほ場整備率は5 1 .9 % で、 県の6 4 .1 % 及

び全国の6 7 .0 % を下回っ ています。

○こ う し た状況が続く と 、 農地や農業技術の次世代へ

のスムーズな承継がなさ れず、 農業生産力の減少の

みなら ず、 地域コ ミ ュ ニティ の維持も 難し く なると

想定さ れます。

○心豊かな暮ら し を 支える食と 農を 守る ためには、 農

業生産基盤の整備・ 保全、 スマート 農業＊1の導入に

よ る 効率化、 意欲ある 担い手の確保、 園芸導入によ

る 複合営農の推進などの取組を 進める こ と で、 持続

可能な農業を実現する必要があり ます。

出典： 農林業センサス（ 農林水産省）

新潟市における後継者がいない農家の割合
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6 各分野の政策・ 施策基本計画

産業・ 交流分野 5

＊1  ロボッ ト 、 AI、 IoTなど先端技術を活用する農業のこ と 。
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出典： 新潟市（ 令和3 年度）

新潟市に対する誇り や愛着
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○新潟市が今後も 大農業都市と し て「 儲かる農業」 を

実現するためには、 効率的かつ安定的な経営を 目指

す担い手の確保と 農地の集積・ 集約化、 そし てその

ための農業生産基盤である良好な営農条件を 備えた

農地の整備、 農業水利施設＊1の保全管理が重要です。

○新規就農者の約半数が農業法人等に就業するなど就

農機会が拡大し ています。 就農機会の拡大に伴い、 就

農そし て定着に向けた技術・ 知識の習得が重要です。

○担い手は、 農業生産のみなら ず地域コ ミ ュ ニティ の

維持においても 重要な役割を 果たし ています。 新規

就農者を はじ めと する農業や地域を 支える 多様な人

材の確保が重要です。

食と 農のつながり の深化

○新潟市の特色を 活かし 、 地域の魅力を 学ぶアグリ ・

スタ ディ ・ プロ グラ ム＊5、 食品関連産業の集積など

食と 農に関連し た多く の取組がなさ れています。

○多く の市民が地場産の農産物や水産物、 食文化等に

対し て誇り と 愛着を 抱いています。 こ う し た豊富な

地域資源の魅力を 広く 発信し 、 ブラ ンド 力の向上に

つなげると と も に、 他分野にも 活かし ていく こ と が

重要です。

持続可能な農業生産を 実現

○安心・ 安全な 農産物を 求める 消費者のニ ーズは高

まっ ています。 また、 SDGs＊3 や持続可能な食料シ

ステムの構築に向けた国内外の動き が加速し ており、

環境にやさ し い農業や資源循環型農業＊4の取組が求

めら れています。

〇家庭での調理機会の減少など人々のラ イ フ スタ イ ル

の変化や、 海外マーケッ ト の拡大などによる 需要の

動き に対応し ていく こ と が重要になり ます。

国家戦略特区制度の活用

○平成2 6 （ 2 0 1 4 ） 年に「 大規模農業の改革拠点」 と

し て、 国家戦略特別区域＊2 に指定さ れて以降、 デジ

タ ル技術の活用によ る農業の生産性向上プロジェ ク

ト が数多く 取り 組まれ、 その成果は広く 農業現場で

活用さ れています。  

○「 儲かる農業」 の実現には、 デジタ ル技術を 活用し

て、 営農の省力化や効率化を 進める などスマート 農

業の加速化が重要です。

林業・ 水産業の動向

○新潟市の林業は、 森林所有者の高齢化や林業従事者

の減少などから 、 適切な整備がなさ れない森林の増

加が問題と なっ ています。

○水産業は、 高齢化や従事者数の減少が進んでおり 、

持続可能な水産業の実現のためには意欲ある担い手

の確保を図るこ と が重要です。

地球規模の視野で考え、 地域視点で行動

○我が国の食料自給率は、 長期的には低下傾向で推移

し ており 、 令和2 （ 2 0 2 0 ） 年度はカ ロリ ーベースで

3 7 % 、 生産額ベースで6 7 % と なっ ています。

〇世界の人口増加や経済発展に伴う 食料需要の増大、

気候変動、 感染症や国際情勢の変化などの影響によ

り 、 我が国の食料の安定供給に関する不確実性が高

まっ ています。

○地球規模の視野で考えながら 、 新潟市の持つ食と 農

を活かし たまちづく り を考える必要があり ます。

人材の確保・ 育成と 良好な農業生産基盤の

整備・ 確保

＊1  農業生産に必要な農業用水を貯留、 取水、 分水し 、 各ほ場に引水し て利用し 、 河川等へ排水する施設のこ と 。

＊2  特定の地域や分野を限定し て規制緩和や税制上の優遇措置を行う こ と で， 企業の投資や人材を呼び込み， 地域経済の活性化を目指すために国が指

定する区域のこ と 。

＊3  Susta in a b le  Dev e lopmen t Goa ls（ 持続可能な開発目標） の略。 より よい社会の実現を目指す2 0 3 0 年までの世界共通の目標で、2 0 1 5 年の「 国

連持続可能な開発サミ ッ ト 」 において1 9 3 の加盟国の全会一致により 採択さ れた。 将来世代のこ と を考えた持続可能な世界を実現するための1 7

の目標と 1 6 9 のタ ーゲッ ト から 構成さ れている。

＊4  畜産や農業で出る廃棄物などを地域の有機資源と し て有効に活用し 、 環境に配慮し た持続性の高い農業のこ と 。

＊5  田園型政令市・ 新潟の特徴を活かし た農業体験学習のこ と 。 各教科等の学習を深化・ 補完し 、 生き る力を育むと と も に、 新潟の食と 農や地域の魅

力を学ぶ等、 特徴的な取組。
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施策2 　 農林水産業を 活かし た ま ち づく り

○所得と 雇用機会の確保を 図るため、 農業者が農産物

の加工、 直売所や農家レ スト ラ ン の経営等新規事業

を立ち上げ、 新たな付加価値を生み出す6 次産業化＊1

や食品関連産業等他分野と の連携による 農商工連携

を進めます。

〇障がい者や農業サポータ ー＊2 を はじ めと する多様な

人材が活躍できる環境を整え、 連携を強化し ます。

〇田園環境や景観など新潟市の地域資源を 良好に保つ

地域の取組を進めます。

〇市街地の近傍や上流域には水田が広がり 、 多く の排

水施設等が位置し ており 、 こ れら 農地・ 農業水利施

設の多面的機能を活かし て流域治水を推進し ます。

○新潟市の強みである食と 花、 食文化の魅力を 発信し 、

多く の人がその魅力に触れら れる機会を 提供する こ

と によっ て、 市民をはじ めと する多様な主体と 共に、

食と 花の販路の拡大およ び都市と 農村の交流を 推進

し 、 農林水産業の振興と 豊かな市民生活の実現を 図

り ます。

アグリ パーク における農業体験学習

新潟西港での南蛮えびの水揚げ

「 にいがた2 km ＊4　 食花マルシェ 」 を開催

新潟の農水産物と 食文化を全国に発信3地域資源を 活用し 、 コ ミ ュ ニテ ィ の

活力を創出
1

○市民が農業に触れる 機会を 創出し 、 都市と 農村の交

流や相互理解を促進し ます。

○いく と ぴあ食花やアグリ パーク などを 活用し 、 市民

が食と 農に触れ、 親し み、 学ぶこ と ができ る 場を 提

供する など農業体験を 通じ て、 地域への誇り と 愛着

を育む取組を進めます。

〇地元農産品の消費拡大につなげるため、 地場産食材

の活用や地産地消を進めます。

食と 農への理解促進と シビ ッ ク プ ラ

イ ド
＊3

の醸成
2

○森林資源の適切な管理を 推進するため、 森林経営管

理制度
＊5

の運用を進めると と も に、 保安林等の守るべ

き森林を市民主体で維持し ていく 活動を促進し ます。

○水産業の振興に向け、 漁港施設の長寿命化＊6や担い

手の確保を推進し ます。

林業・ 水産業の環境整備4

関連する施策
●障がいのある人の生き づら さ や差別の解消、 社会参加の推進　 …P1 1 5
●学力・ 体力に自信をも ち、 世界と 共に生き る心豊かな子ども を育む学校教育の推進　 …P 1 3 7
●障がいの有無によら ず安心し て暮ら せる共生社会の実現　 …P1 4 8
●生活に困窮する 人に寄り 添っ た自立支援　 …P1 4 9
●地域経済の活性化に資する新たなビ ジネスの創出支援　 …P1 5 4
●新潟の魅力と 優れた拠点性を活かし た交流人口の拡大　 …P1 6 6
●災害に強い地域づく り 　 …P1 8 1

＊1  農林漁業者（ 1 次産業従事者） が原材料供給者と し てだけではなく 、「 地域資源」（ 農林水産物、 バイ オマス、 自然エネルギーなど） を有効活用し 、

加工（ 2 次産業）、 流通（ 3 次産業） に取り 組み経営の多角化を進め、 農山漁村の雇用確保や所得の向上を目指すこ と 。

＊2  農作業をし たい、 園芸や野菜作り を学びたい、 健康づく り をし たいと 考える市民が農業サポータ ーと し て登録し 、 消費者と 交流し たい、 農業に理

解を持っ てほし いと 考える農家の農作業をボラ ンティ アで手伝う 人のこ と 。

＊3  市民が都市や自治体に対し て持つ誇り 、 愛着および共感のこ と 。

＊4  新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町をつなぐ 約2 k mの都心軸周辺エリ アの呼称のこ と 。

＊5  経営管理が行われていない森林に対し て、 市町村が森林所有者の委託を受けて経営管理するこ と や、 林業経営者に再委託するこ と により 、 林業経

営の効率化と 森林管理の適正化を促進する制度のこ と 。

＊6  適切な保全により 公共施設やイ ンフ ラ 資産の健全な状態を可能な限り 長く 維持するこ と 。
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政策指標

関連する 主な 分野別計画

●新潟市農業構想　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●新潟市農村環境計画

●新潟市食育推進計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●新潟市水産業振興指針

●新潟市森林整備計画

農業産出額推計値

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

全体
5 6 9 .9 億円
う ち 園芸

1 9 6 .1 億円
（ 令和2 年）

全体
5 7 1 .4 億円
う ち 園芸

2 1 1 .1 億円
（ 令和7 年）

全体
5 7 3 .0 億円
う ち 園芸

2 2 3 .0 億円
（ 令和1 1 年）

新潟市の農水産物などに対し て誇り や愛着を持つ
市民の割合

現状値
中間目標

令和8（ 2 0 2 6 ）年度

最終目標

令和1 2（ 2 0 3 0 ）年度

8 6 .9 ％
（ 令和4 年度）

9 0 .0 ％
（ 令和8 年度）

9 0 .0 ％
（ 令和1 2 年度）

指標の定義や目標設定の考え方をP2 6 5 ～2 7 8 に記載し ています。
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■ 政策指標の進捗状況

○ 本市の農水産物などに対して誇りや愛着を持つ市民の割合は、前年度から0.5ポイント上昇し、
目安ラインを上回ったことから、現段階での進捗は順調と捉えている。

○ 内訳を見ると、「誇りや愛着がある」と回答した割合が最も低い年齢層は１８～29歳で、誇りや
愛着を感じない理由としては「市産農産物を知る機会がない」が35.7％と最も高い。

○ 全ての年代でみると、誇りと愛着を感じない理由について、コメの価格上昇や物価高騰の影響
もあり、前年度17.9％と低かった「価格が高い」が30.8％とトップとなり、前回トップの「小売
店や飲食店においてどれが新潟市産の農水産物かわからない」の割合は大幅に低くなった。
次いで「自慢できるブランド力や知名度がない」 「市産農産物を知る機会がない」となっている。

■ 令和６年度の主な取組と実績

○ 食や農への理解を深め、地域への誇りや愛着を持ってもらうため、主に小学校高学年～専門学
校・大学を対象とした食と農をテーマにＳＤＧｓの視点を取り入れた探究的な学習を推進した。
【食と農のわくわくSDGs学習プログラム実施校数 （実績:１8校 目標：14校）】

○ 食と花の魅力発信や、農業に対する理解を深めてもらうため、いくとぴあ食花・アグリパークを
管理運営するとともに、イベント等を実施し来場者増加を図った。
【いくとぴあ食花・アグリパークの来場者数 （実績：1,788,324人 目標：1,668,000人）】

○ 園芸作物の販路開拓・販売促進に向け、首都圏と市内の卸売業者向けにトップセールスを行い、
市産農産物のプロモーションを実施した。
【トップセールスの実施回数 （実績：3回 目標：2回）】

■ 課題と今後の展開

○ 本市の農水産物などに誇りや愛着を感じない要因として、農業への理解不足や、市産農水産物
のPＲ不足が考えられるため、農業体験や学習、食や農に触れる機会を継続して提供するととも
に、本市農水産物の知名度向上に向け、販路拡大や市産農産物のＰＲのためのトップセールス
を実施していく。

○ 今後、人口減少による農水産物の消費量低下や担い手不足が想定されることから、市民が食と
農に触れ、親しみ、学ぶ場を提供し、本市の農水産物への誇りと愛着を育む取組を進めていく。

関連するSDGｓゴール

策定時点
令和６年度

評価 中間目標 最終目標
目安ライン 実績

86.9%
（令和4年度）

88.4％
（令和6年度）

89.0％
（令和6年度）

Ａ
90.0%

（令和8年度）
90.0%

（令和12年度）

担当：農林水産部（食と花の推進課、農村整備・水産振興課）

政策指標
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新潟市の農水産物などに対して誇りや愛着を持つ市民の
割合

食と農に関する探究的な学習の様子

（出典：新潟市 総合計画成果指標に関するアンケート調査）

本市の農水産物に誇りや愛着を感じないと思う理由
（上位６つ） ※複数回答

新潟市産の農水産物などに対して
誇りや愛着を持つ市民の割合

回答内容 割合

価格が高い 30.8% 17.9% （6位） 物価高騰

自慢できるブランド力や知名度がない 24.5% 23.7% （3位）

新潟市産の農水産物を知る機会がない 22.0% 20.5% （4位）

農水産物またはその産地に関心がない 21.4% 24.4% （2位）

他産地の産物に比べ魅力に欠ける 20.1% 19.9% （5位）

小売店や飲食店においてどれが新潟市産

の農水産物かわからない
19.5% 27.6% （1位）

前回割合（前回順位）

農業への理解

不足や、市産

農水産物のＰＲ

不足が要因と

考えられる。

出典：新潟市 総合計画成果指標に関するアンケート調査(令和6年度)

41

7


